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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第28期
第２四半期
連結累計期間

第29期
第２四半期
連結累計期間

第28期

会計期間
自　平成26年４月１日
至　平成26年９月30日

自　平成27年４月１日
至　平成27年９月30日

自　平成26年４月１日
至　平成27年３月31日

売上高 （千円） 2,205,432 2,268,666 4,661,694

経常利益又は経常損失（△） （千円） △53,068 121,852 191,760

親会社株主に帰属する四半期（当

期）純利益又は親会社株主に帰属

する四半期純損失（△）

（千円） △41,841 73,338 90,679

四半期包括利益又は包括利益 （千円） △36,846 75,034 95,128

純資産額 （千円） 1,644,603 1,771,238 1,776,578

総資産額 （千円） 2,632,139 2,703,460 2,912,239

１株当たり四半期（当期）純利益

金額又は１株当たり四半期純損失

金額（△）

（円） △8.06 14.14 17.48

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額
（円） － － －

自己資本比率 （％） 62.5 65.5 61.0

営業活動による

キャッシュ・フロー
（千円） 227,815 30,730 585,387

投資活動による

キャッシュ・フロー
（千円） △134,577 △11,583 △137,772

財務活動による

キャッシュ・フロー
（千円） △68,943 △77,487 △87,182

現金及び現金同等物の四半期末

（期末）残高
（千円） 871,030 1,151,064 1,209,595

 

回次
第28期
第２四半期
連結会計期間

第29期
第２四半期
連結会計期間

会計期間
自　平成26年７月１日
至　平成26年９月30日

自　平成27年７月１日
至　平成27年９月30日

１株当たり四半期純利益金額 （円） 1.11 7.97

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．第28期第２四半期連結累計期間における潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、１株当た

り四半期純損失金額であり、また、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

４．第28期及び第29期第２四半期連結累計期間における潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額に

ついては、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

５．「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号　平成25年９月13日）等を適用し、第１四半期連結累

計期間より、「四半期（当期）純利益」を「親会社株主に帰属する四半期（当期）純利益」、「四半期純損

失」を「親会社株主に帰属する四半期純損失」としております。
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２【事業の内容】

　当第２四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要

な変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。なお、第１四半期連結会計期間において、

報告セグメントの区分を変更しております。詳細は、「第４　経理の状況　１　四半期連結財務諸表　注記事項（セ

グメント情報等）　セグメント情報」の「２．報告セグメントの変更等に関する事項」をご参照ください。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第２四半期連結累計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。

また、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。

 

２【経営上の重要な契約等】

当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

 

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日において当社グループ（当社及び連結子会社）が判断し

たものであります。

　なお、第１四半期連結累計期間より、「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号　平成25年９月13日）

等を適用し、「四半期純利益」を「親会社株主に帰属する四半期純利益」、「四半期純損失」を「親会社株主に帰属

する四半期純損失」としております。

(1）業績の状況

　当第２四半期連結累計期間の売上高は2,268,666千円（前年同期比2.9％増）となりました。利益面につきまして

は122,254千円の営業利益（前年同期は56,647千円の営業損失）、121,852千円の経常利益（前年同期は53,068千円

の経常損失）となり、税金等調整前四半期純利益は121,852千円（前年同期は38,364千円の税金等調整前四半期純

損失）、親会社株主に帰属する四半期純利益は73,338千円（前年同期は41,841千円の親会社株主に帰属する四半期

純損失）となりました。

　セグメントごとの業績は、次の通りであります。

　なお、第１四半期連結会計期間より、報告セグメントの区分を変更しており、以下の前年同期比較については、

前年同期の数値を変更後のセグメント区分に組替えた数値で比較しております。

①　ナレッジソリューションサービス事業

　「クラウドコンピューティング」「ビッグデータ」等の技術をＩＴエンジニアに対して教育を行うほか、ＩＴ

スキルアセスメントテスト「ＧＡＩＴ」の導入を推進する教育部門、ＩＴエンジニアに電話・メール等で技術支

援を行うヘルプデスク・コールセンタ部門、国内ＩＴユーザ企業にビッグデータ等を活用したシステムの開発・

運用支援を行うデータマネジメント・ソリューション部門で構成されており、教育部門は、前年同期と比較して

ＧＡＩＴの受験者数が増加したものの、定常的な業務受託量の減少により売上高が減少致しました。ヘルプデス

ク・コールセンタ部門は、業務受託量が前年同期並でありましたが、原価の削減により利益が増加致しました。

データマネジメント・ソリューション部門は、一部受託業務の終了により売上高、利益ともに減少致しました。

以上の結果、当第２四半期連結累計期間の売上高は914,691千円（前年同期比12.7％減）、セグメント利益は

90,322千円（前年同期比26.3％増）となりました。

 

②　ＩＣＴソリューションサービス事業

クラウドコンピューティングをはじめとしたシステムの設計・構築・運用・保守を中心に行うＩＣＴフィー

ルドサービス部門、コンピュータシステムの製造支援を行うサプライチェーン・マネジメント部門で構成されて

おり、前年同期と比較して定常的な業務の受託量が増加したことに加えて、収益性の高い短期プロジェクト案件

の受託及び実施により、当第２四半期連結累計期間の売上高は947,877千円（同14.9％増）、セグメント利益は

186,794千円（同94.6％増）となりました。

 

③　ライフサイエンスサービス事業

　ＩＣＴが応用的に使われている医療機器、化学分析装置、放射能検査機器などの保守を行うＩＣＴ応用システ

ム・サポート部門、コンピュータシステム及びＩＣＴ応用機器の修理等を行うリペアセンタ部門で構成されてお

り、業務受託量が前年同期並でありましたが、収益性の高い短期プロジェクト案件の受託及び実施により、当第

２四半期連結累計期間の売上高は344,286千円（同7.8％増）、セグメント利益は68,045千円（同135.0％増）と

なりました。

 

④　その他

　ソーシャルメディアを通じて企業と消費者のエンゲージメントを活性化する「Ｗａｙｉｎ」を提供することに

加えて、ヒューマノイドロボットの販売・レンタル・アプリ開発を行うデジタル戦略部門で構成されており、前

年同期と比較して受注が大幅に増加したことにより、当第２四半期連結累計期間の売上高は61,810千円（同

368.4％増）、セグメント利益は8,263千円（前年同期は8,404千円のセグメント損失）となりました。

 

　(2）資産・負債・純資産の状況
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当第２四半期連結会計期間末の総資産は、前連結会計年度末と比し208,778千円減少し2,703,460千円となりまし

た。

流動資産につきましては、前連結会計年度末と比し152,578千円減少し2,050,438千円となりました。これは主

に、現金及び預金、受取手形及び売掛金の減少によるものであります。

固定資産につきましては、前連結会計年度末と比し56,199千円減少し653,022千円となりました。これは主に、

減価償却費の計上による有形固定資産、無形固定資産の減少によるものであります。

負債合計につきましては、前連結会計年度末と比し203,438千円減少し932,222千円となりました。

流動負債につきましては、前連結会計年度末と比し206,834千円減少し542,134千円となりました。これは主に、

買掛金、未払法人税等、未払消費税等の減少によるものであります。

固定負債につきましては、前連結会計年度末と比し3,396千円増加し390,087千円となりました。

純資産につきましては、前連結会計年度末と比し5,340千円減少し1,771,238千円となりました。これは主に、親

会社株主に帰属する四半期純利益の計上に対し、剰余金の配当によるものであります。

 

(3）キャッシュ・フローの状況

　当第２四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物は（以下、「資金」という。）1,151,064千円となり

ました。

　当第２四半期連結累計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は、次の通りであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　当第２四半期連結累計期間において営業活動の結果、得られた資金は30,730千円（前年同期は227,815千円）で

ありました。これは、主として税金等調整前四半期純利益の計上121,852千円、売上債権の減少132,991千円に対

し、未払消費税等の減少95,056千円、法人税等の支払94,213千円によるものであります。

　（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　当第２四半期連結累計期間において投資活動の結果、使用した資金は11,583千円（前年同期は134,577千円）で

ありました。これは、主として有形固定資産の取得による支出4,042千円、無形固定資産の取得による支出9,308千

円によるものであります。

　（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　当第２四半期連結累計期間において財務活動の結果、使用した資金は77,487千円（前年同期は68,943千円）であ

りました。これは、主として配当金の支払79,995千円によるものであります。

(4）事業上及び財務上の対処すべき課題

当第２四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

(5）研究開発活動

　該当事項はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 20,700,000

計 20,700,000

 

②【発行済株式】

種類
第２四半期会計期間末
現在発行数（株）
(平成27年９月30日)

提出日現在発行数（株）
(平成27年11月13日)

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 6,015,600 6,015,600

東京証券取引所

ＪＡＳＤＡＱ

（スタンダード）

単元株式数

100株

計 6,015,600 6,015,600 － －

 

（２）【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

（４）【ライツプランの内容】

　該当事項はありません。

 

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数
（株）

発行済株式
総数残高
（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金
増減額
（千円）

資本準備金
残高
（千円）

平成27年７月１日～

平成27年９月30日
－ 6,015,600 － 795,475 － 647,175
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（６）【大株主の状況】

  平成27年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

日本サード・パーティ㈱ 東京都品川区北品川四丁目７番35号 830,141 13.79

森　洋子 東京都港区 655,941 10.90

森　豊 東京都港区 453,553 7.53

森　亮 東京都中央区 449,653 7.47

寺山　薫 埼玉県川口市 447,553 7.43

日本マスタートラスト信託銀行㈱ 東京都港区浜松町二丁目11番３号 233,000 3.87

㈱三菱東京ＵＦＪ銀行 東京都千代田区丸の内二丁目７番１号 144,000 2.39

ＪＴＰ従業員持株会 東京都品川区北品川四丁目７番35号 133,300 2.21

佐伯　康雄 東京都港区 79,500 1.32

㈱ＳＢＩ証券 東京都港区六本木一丁目６番１号 71,000 1.18

計 － 3,497,641 58.14

 

（７）【議決権の状況】

①【発行済株式】

平成27年９月30日現在
 

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式　 　　830,100 － －

完全議決権株式（その他） 普通株式　 　5,184,500 51,845 －

単元未満株式 普通株式　　　　 1,000 － －

発行済株式総数 　 6,015,600 － －

総株主の議決権 － 51,845 －

 

②【自己株式等】

平成27年９月30日現在
 

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

日本サード・パーティ

株式会社

東京都品川区北品川

四丁目７番35号
830,100 － 830,100 13.79

計 － 830,100 － 830,100 13.79

 

２【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号）に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期連結会計期間（平成27年７月１日から平

成27年９月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成27年４月１日から平成27年９月30日まで）に係る四半期連

結財務諸表について、有限責任監査法人トーマツによる四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】

（１）【四半期連結貸借対照表】

  （単位：千円）

 
前連結会計年度
(平成27年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成27年９月30日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 1,209,864 1,151,371

受取手形及び売掛金 809,118 676,127

商品 22,061 34,028

仕掛品 2,161 32,945

原材料及び貯蔵品 10,541 5,551

その他 160,672 161,909

貸倒引当金 △11,402 △11,495

流動資産合計 2,203,017 2,050,438

固定資産   

有形固定資産 158,144 142,365

無形固定資産 155,488 123,427

投資その他の資産   

その他 398,443 390,083

貸倒引当金 △2,855 △2,855

投資その他の資産合計 395,588 387,228

固定資産合計 709,221 653,022

資産合計 2,912,239 2,703,460

負債の部   

流動負債   

買掛金 110,208 65,731

未払法人税等 108,123 62,173

賞与引当金 145,180 165,088

役員賞与引当金 13,950 9,000

その他 371,506 240,140

流動負債合計 748,969 542,134

固定負債   

退職給付に係る負債 368,903 374,034

その他 17,787 16,053

固定負債合計 386,691 390,087

負債合計 1,135,660 932,222

純資産の部   

株主資本   

資本金 795,475 795,475

資本剰余金 647,175 647,175

利益剰余金 775,511 768,475

自己株式 △422,043 △422,043

株主資本合計 1,796,118 1,789,082

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 4,996 4,925

為替換算調整勘定 △10,570 △10,780

退職給付に係る調整累計額 △13,966 △11,988

その他の包括利益累計額合計 △19,539 △17,843

純資産合計 1,776,578 1,771,238

負債純資産合計 2,912,239 2,703,460
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第２四半期連結累計期間
(自　平成26年４月１日
　至　平成26年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成27年４月１日
　至　平成27年９月30日)

売上高 2,205,432 2,268,666

売上原価 1,946,367 1,874,756

売上総利益 259,064 393,909

販売費及び一般管理費   

給料及び賞与 87,873 73,783

賞与引当金繰入額 8,800 7,921

役員賞与引当金繰入額 9,000 9,000

退職給付費用 2,700 2,072

支払手数料 66,823 47,489

その他 140,514 131,388

販売費及び一般管理費合計 315,712 271,655

営業利益又は営業損失（△） △56,647 122,254

営業外収益   

受取利息 63 67

受取手数料 31 142

受取補償金 1,546 －

為替差益 2,227 －

その他 132 0

営業外収益合計 4,001 211

営業外費用   

支払利息 416 276

為替差損 － 324

その他 4 11

営業外費用合計 421 613

経常利益又は経常損失（△） △53,068 121,852

特別利益   

受取保険金 70,000 －

特別利益合計 70,000 －

特別損失   

弔慰金 50,000 －

社葬費用 5,296 －

特別損失合計 55,296 －

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期

純損失（△）
△38,364 121,852

法人税、住民税及び事業税 15,917 54,531

法人税等調整額 △12,440 △6,017

法人税等合計 3,477 48,513

四半期純利益又は四半期純損失（△） △41,841 73,338

親会社株主に帰属する四半期純利益又は親会社株主

に帰属する四半期純損失（△）
△41,841 73,338
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【四半期連結包括利益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第２四半期連結累計期間
(自　平成26年４月１日
　至　平成26年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成27年４月１日
　至　平成27年９月30日)

四半期純利益又は四半期純損失（△） △41,841 73,338

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 2,543 △71

為替換算調整勘定 △34 △210

退職給付に係る調整額 2,486 1,977

その他の包括利益合計 4,995 1,695

四半期包括利益 △36,846 75,034

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 △36,846 75,034

非支配株主に係る四半期包括利益 － －
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】

  （単位：千円）

 
前第２四半期連結累計期間
(自　平成26年４月１日
　至　平成26年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成27年４月１日
　至　平成27年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半

期純損失（△）
△38,364 121,852

減価償却費 61,741 61,720

貸倒引当金の増減額（△は減少） △4,800 92

賞与引当金の増減額（△は減少） 28,580 19,908

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） 7,943 5,130

役員賞与引当金の増減額（△は減少） 9,000 △4,950

受取保険金 △70,000 －

弔慰金 50,000 －

受取利息 △63 △67

支払利息 416 276

売上債権の増減額（△は増加） 200,236 132,991

たな卸資産の増減額（△は増加） △15,043 △37,760

仕入債務の増減額（△は減少） △86,833 △44,477

前受金の増減額（△は減少） 8,332 5,649

未払消費税等の増減額（△は減少） 43,235 △95,056

その他 41,329 △40,181

小計 235,709 125,128

利息の受取額 63 67

利息の支払額 △416 △251

保険金の受取額 70,000 －

弔慰金の支払額 △50,000 －

法人税等の支払額 △27,540 △94,213

営業活動によるキャッシュ・フロー 227,815 30,730

投資活動によるキャッシュ・フロー   

有形固定資産の取得による支出 △42,168 △4,042

無形固定資産の取得による支出 △71,146 △9,308

差入保証金の差入による支出 △25,859 △238

差入保証金の回収による収入 159 1,065

貸付けによる支出 △3,384 △2,500

貸付金の回収による収入 7,821 3,440

投資活動によるキャッシュ・フロー △134,577 △11,583

財務活動によるキャッシュ・フロー   

配当金の支払額 △51,494 △79,995

長期未払金の返済による支出 △16,332 －

ファイナンス・リース債務の返済による支出 △1,116 △2,668

セール・アンド・リースバックによる収入 － 5,176

財務活動によるキャッシュ・フロー △68,943 △77,487

現金及び現金同等物に係る換算差額 1,266 △191

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 25,560 △58,531

現金及び現金同等物の期首残高 845,469 1,209,595

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※ 871,030 ※ 1,151,064
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【注記事項】

（会計方針の変更）

（企業結合に関する会計基準等の適用）

　「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号　平成25年９月13日）、「連結財務諸表に関する会計基

準」（企業会計基準第22号　平成25年９月13日）及び「事業分離等に関する会計基準」（企業会計基準第７号　

平成25年９月13日）等を第１四半期連結会計期間から適用し、四半期純利益等の表示の変更及び少数株主持分か

ら非支配株主持分への表示の変更を行っております。当該表示の変更を反映させるため、前第２四半期連結累計

期間及び前連結会計年度については、四半期連結財務諸表及び連結財務諸表の組替えを行っております。

 

（四半期連結貸借対照表関係）

偶発債務

（訴訟関係）

　当社は、丸紅ユティリティ・サービス株式会社より仕入代金107,625千円の支払い及び支払遅延による規定損

害金の支払い請求訴訟を平成24年８月17日に東京地方裁判所において提訴され現在係争中であります。当社とい

たしましては、当該発注商品の瑕疵に起因する問題が解決できないため検収が遅れているもので、支払を意図的

に遅延しているものではなく、今後も法廷の場で適切に対応していく方針であります。

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

※ 現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係は、下記

の通りであります。

 
前第２四半期連結累計期間
（自 平成26年４月１日
至 平成26年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自 平成27年４月１日
至 平成27年９月30日）

現金及び預金勘定 871,435千円 1,151,371千円

別段預金 △404 △306

現金及び現金同等物 871,030 1,151,064

 

（株主資本等関係）

Ⅰ　前第２四半期連結累計期間（自　平成26年４月１日　至　平成26年９月30日）

配当金支払額

 
（決議）

株式の種類 配当金の総額
１株当たり
配当額

基準日 効力発生日 配当の原資

平成26年５月15日

取締役会
普通株式 51,854千円 10円 平成26年３月31日 平成26年６月16日 利益剰余金

 

Ⅱ　当第２四半期連結累計期間（自　平成27年４月１日　至　平成27年９月30日）

配当金支払額

 
（決議）

株式の種類 配当金の総額
１株当たり
配当額

基準日 効力発生日 配当の原資

平成27年５月15日

取締役会
普通株式 80,374千円 15円50銭 平成27年３月31日 平成27年６月15日 利益剰余金
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第２四半期連結累計期間（自　平成26年４月１日　至　平成26年９月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

   （単位：千円）

 報告セグメント

 
ナレッジ

ソリューション
サービス事業

ＩＣＴ
ソリューション
サービス事業

ライフサイエンス
サービス事業

計

売上高     

外部顧客への売上高 1,047,816 825,073 319,345 2,192,235

セグメント間の内部売上高又
は振替高

－ － － －

計 1,047,813 825,073 319,345 2,192,235

セグメント利益又は損失（△） 71,515 96,006 28,952 196,474

 

    

 
その他
（注）１

合計
調整額
（注）２

四半期連結損益
計算書計上額
（注）３

売上高     

外部顧客への売上高 13,196 2,205,432 － 2,205,432

セグメント間の内部売上高又
は振替高

－ － － －

計 13,196 2,205,432 － 2,205,432

セグメント利益又は損失（△） △8,404 188,070 △244,718 △56,647

（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、データエントリ事業、Ｗａｙｉ

ｎ及びヒューマノイドロボットを扱うデジタル戦略事業等を含んでおります。

２．セグメント利益又は損失（△）の調整額△244,718千円には、各セグメントに配分していない全社費用等が

含まれております。

３．セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業損失と調整を行っております。

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。
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Ⅱ　当第２四半期連結累計期間（自　平成27年４月１日　至　平成27年９月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

   （単位：千円）

 報告セグメント

 
ナレッジ

ソリューション
サービス事業

ＩＣＴ
ソリューション
サービス事業

ライフサイエンス
サービス事業

計

売上高     

外部顧客への売上高 914,691 947,877 344,286 2,206,855

セグメント間の内部売上高又
は振替高

－ － － －

計 914,691 947,877 344,286 2,206,855

セグメント利益 90,322 186,794 68,045 345,162

 

    

 
その他
（注）１

合計
調整額
（注）２

四半期連結損益
計算書計上額
（注）３

売上高     

外部顧客への売上高 61,810 2,268,666 － 2,268,666

セグメント間の内部売上高又
は振替高

－ － － －

計 61,810 2,268,666 － 2,268,666

セグメント利益 8,263 353,425 △231,171 122,254

（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、Ｗａｙｉｎ及びヒューマノイ

ドロボットを扱うデジタル戦略事業等を含んでおります。

２．セグメント利益の調整額△231,171千円には、各セグメントに配分していない全社費用等が含まれておりま

す。

３．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

２．報告セグメントの変更等に関する事項

　第１四半期連結会計期間より、当社グループの経営管理体制の見直しをおこない、セグメントの名称変

更並びに報告セグメントの区分を変更致しました。内容としては、ソフトウェアソリューション事業をナ

レッジソリューションサービス事業へ、フィールドソリューション事業をＩＣＴソリューションサービス

事業へ、ハードウェアソリューション事業をライフサイエンスサービス事業へ、それぞれ名称を変更し

て、ソフトウェアソリューション事業に含まれていたＷａｙｉｎサービスとロボティックスサービスをそ

の他事業へ、フィールドソリューション事業に含まれていた医療機器や化学分析機器の保守サービスをラ

イフサイエンスサービス事業へ、ハードウェアソリューション事業に含まれていたＩＣＴ機器の製造支援

サービスをＩＣＴソリューションサービス事業へ区分を変更しております。

　なお、前第２四半期連結累計期間のセグメント情報は、変更後の報告セグメントの区分に基づき作成し

たものを開示しております。

 

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。
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（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益金額又は１株当たり四半期純損失金額（△）及び算定上の基礎は、以下の通りでありま

す。

 
前第２四半期連結累計期間
（自　平成26年４月１日
至　平成26年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成27年４月１日
至　平成27年９月30日）

１株当たり四半期純利益金額又は１株当たり四半期

純損失金額（△）
△8円06銭 14円14銭

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する四半期純利益金額又は親会

社株主に帰属する四半期純損失金額（△）

（千円）

△41,841 73,338

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する四半期純利

益金額又は親会社株主に帰属する四半期純損失金

額（△）（千円）

△41,841 73,338

普通株式の期中平均株式数（株） 5,185,459 5,185,459

（注）１．前第２四半期連結累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、１株当たり四半期純

損失金額であり、また、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

２．当第２四半期連結累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しな

いため記載しておりません。

 

（重要な後発事象）

該当事項はありません。

 

２【その他】

訴訟

当社は、丸紅ユティリティ・サービス株式会社より仕入代金107,625千円の支払い及び支払遅延による規定損害

金の支払い請求訴訟を平成24年８月17日に東京地方裁判所において提訴され現在係争中であります。当社といたし

ましては、当該発注商品の瑕疵に起因する問題が解決できないため検収が遅れているもので、支払を意図的に遅延

しているものではなく、今後も法廷の場で適切に対応していく方針であります。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 
 

平成27年11月12日
 

日本サード・パーティ株式会社
 

 取　締　役　会　　御中
 
 

有限責任監査法人トーマツ

 

 
指定有限責任社員
業 務 執 行 社 員

 公認会計士 鳥居　宏光　　印

 

 
指定有限責任社員
業 務 執 行 社 員

 公認会計士 三井　勇治　　印

 

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている日本サード・

パーティ株式会社の平成27年４月１日から平成28年３月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間（平成27年７

月１日から平成27年９月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成27年４月１日から平成27年９月30日まで）に係る

四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書、四半期連

結キャッシュ・フロー計算書及び注記について四半期レビューを行った。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する

結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠し

て四半期レビューを行った。

　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認

められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、日本サード・パーティ株式会社及び連結子会社の平成27年９月30日現

在の財政状態並びに同日をもって終了する第２四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表

示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

 

利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

 

　（注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

　２．ＸＢＲＬデータは四半期レビューの対象には含まれておりません。
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